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アニメや漫画 t イラストで人体を■こラ t 思ったと芒 . nmp 
筋肉®構造萑想像しながら! s こうとは h 承ず思い実せん&しか 
し, w けていけば多 w なボ- x を描かなければな3ない場®|こ 
必ず通 a し苯？そんなと®に役に立つ©が* a 体の構造を® 
の中に®くことです， 
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人の標準的な理想頭身 （ 7 頭身) 


























男女のプロポーシヨン差 

• 1 …… 男性 ? s<ctL いわ'宠 りとして 描きます 
寧 2……女性の 痒は.男铨 よ 弓：' •く" け… ■ 4 す 

















、 こ®*よ OS 嫌に入 0 ます， 

一…よ〇答部位$で 、 w _昉肉の土 a からできている人体フォ 
ルム奄頭の中で mm \ として璁瞬しても 5 5 ための作例を爭 
げてい e 哉す u 人体を mm で描けるようになれば，どんな 
ポー; cr も無! i ®<_ けるはずです。 

作例を幔写し.「人体®理屈」を身につけてください， 



















覼身からバランスを#えて人省を作 _ する 

人体を袖くときは、 こめ S 谢身の各®位の比中を 〖 lift こして1体令体の バランスを 
t n ます， 




まずはアタリ 
をとります & 



8眼身を想定 
してバランス 
をとって、立 
体であること 
を* t ■して作 
雪します • 


アングルによ〇ては逮近を者慮に又れる必哭もあります 




上 mvif ラですが、 対角 M を M 4 て 
2 のラインを決めると a 近をつけて 
もバランスを《すしません 


パ_スをとる 





























キャラクタ-によって変 to る頭身 

性拥-年齡.体例によっては* 8通身こあてはまらな l 
によって体のパランスを I: 去する必*があり 2 す 


‘場合もあります描ぐ人 ft の依 ？ H 
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アタリ （_ E ) から瞄*立てる i 

く体令体のバランスをとるために、体の矜筇计を miit な问形や*体になぞら克て醐略 
化する#法が患〇ます:特に決まったルールがあるわけではありませんので，描き#それ 
ぞれに n 分のやりやす^，瞎略法を見つけるとよいでしょう 

竹济 のさらに簡略化したものになりまずが t それでも，人体の 特 a である筋肉 や _叻のつ 
き"を JTW して 肉 づけをし、仕]! げ ていきます 











頭部のバランスを考えながら描 < 

人物の頭部を描くとき 1 1 ■の J :—ヴの大まかな比串を B 安にします. 



a =頭部からアゴまでの長さ。 
目は頭部のほぼ半分の水 
平線上に並んでいます。 

=額•:眉の端）か6アゴまで 
の長さ。 

の半分の a さに择の下 
端がきます。 



■: ，顯部の横帳. 

この*さ®+か自の横幅.目と 
S 0 H . 鼻の横幅にあたります。 


-=蒙穿前後の幅:： 

9»«) 圈の中心の垂直線上 。 目尻 
0基さに耳のつけ根があります.』 































































笑際に明を钃<ときには，大まかな明の範 I 明を決め.明のパーッめ比串にしたがって自安 
になる繊を入れていきます。 




II 安の翁にしたがい■パーツを SBL ます 
そ嘛、 次体*や速近患も#进に人れて椹 
きま 


これらの比串はあくまで基本 
的なものですので，描くキヤ 
ラクタ^■によってはある程度 
アレンジを加えて特徴をつけ 
ます例え I 鼻が大きい人、 
9が小さい人など） 




子供の塌舍は、 g より上を下より 
太# く MS きます， 
















脅格* JP 肉の凹凸によって®の影は決李る 

「か:ハ 5 h を描：叫，.， II 力 M 凸 t 把握し*の A 向!こよ-■てどのように»ができるのかをっ 
かんでおくことが_要です F ㈣ はおおよその暮本的な問朽を K 卜強属して示していま寸 





16の C 3 A は年齢や太り具合なと 
によつ r 変わつてきます e 
描きたい人物の特徴にあわせて 
K を工夫する必要かあります 













m 柳や儀さ(こよっても影のイメー ジは欠きく变わり i 寸 
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下か 5© 光による影 


背後か5光による影 
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m からの光による影 



M り遥し 


( K を少し》〈} 




影の爾さによつて立体感を表現する場合. 
㈣ り邁しを意圍すると効果的です3 



中 M 色をなくし 
明暗で強震す4 
こと T 光の钱 
さを R 現したり 
a 常とはちがう 
印象を与え备こ 
とがで雲 * t 







































骨格に右個性がある 

脅格だけで舾人の顔や年齡がある程度復元できるほどに（たとえ我4には見分けが 
つかなくとも)价は個性的で+1 



乳児 幼児 成人 老人 


背格からキャラクターを描かなくとも，格を尨識してキャラクダーを描くのは 
とても小:焚なことです B 

エラの張った■しい男性の#格_ . 
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デフォルメされた顔の骨格 



































人体權造を意識して褅<あらゆる角度の顔 

竹格を意说して描ける±うにな？:肩吁からキヤラタ？一を描きやすくなる 
はずです.. 



デフオルメされたキヤラクダーの面の中にも，同様にデフオルメされた頭蓋 . ft があるは 
ずて■す。頭の形，大きさなどはイメージした给评 "4 二して作网すると、どの角度 
から描いても狂いが生じに<(なります 
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鵑の筋肉【表儀筋）の仕組み 

_» isw は r 表悄筋」ですその t めズバ inimj を作* Htt すためめ k 肉です 
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「緬 U を作 》) 出す®は，糸のようなもぬ U 鶉られている t イメージすれば 
わかりやすいかもしれません 




衣 w Jiif キヤラタタ—^現」[:必餐小 «f 欠 






















-ラクター® _ つき，性圃がちがって 
も脅う®濁は_じ，また、惑，と罔樣に 

' 令う®肉にしさ®差が®リます* 

〜^ み 




表情の E 号 

キ+ラの表« 








































f 衷情.筋を激し km う蔽價。個性も出やすく，身 

mu 手振りをつけ足せばよひよく表現できます。 



表情の記号 



筋肉の g き 
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D 2 卽の S 部位 

























m mim ♦ 百■鼻- tn を调別に描かず.顔の輪郭や髪なども含めて 



裙合的に顔の練習をしたら… 


体のアタリを釅里;こ… 


顔も含めて_じ絵を 
反対から b 



部分{眉■目■口 ■手+足など 
0パーツ}が上手く描けること 
はもちろん、それらをバラン 
スよく配匱すること©ほうが 
±り重栗 T す t 

■単なアタリを毎回描くだけ 
でも感覚を養えます 



推しもキャラクターを楢< ときに推きやすい方问といろのがあります:描きやすい方向 
ばか I )搞いていると反対®から間じキヤラクダーを描くことが難しくなります 


ここだけの話、プロても反対®か6描けない人はたく 
さんいるのです g そしてほとんどの人が基本段港て 
ちゃんと網苗しておくべきだったと後悔しています 
漫画やイラストの描き始めの段 KT この « B ( どちら 
側からも同じ絵を描0をしておくことは t 自由自在 
にキャラクターを描くためにとても重嬰なことです， 
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アタリ （_ 図》から tt み立てる 2 

1'37で微£:を述べたことの実践を«说します 
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in から it 中にかけての作 a ポイント 

から背中にも掬》な構造があり，■や首の動#に;4動して大き<動きます 




33靑格■筋肉を!?菜し rcitM 
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畹や膺を前後に出 
す場合、期脅ゃ屑 
甲脅も動きます 


肩甲诗の動きが背中 
の体表面に起伏を作 
U ます。 




M を後ろに回すと屏甲昔が 
浮き街ます。 



























04 it 格 • 筋肉を意識した腕 • 脚の 360 


K の立镎感を！!翬する 

各的な構進を_解して.体衣に現れ*筋 w の迮体 «t つかみましよ t 
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内_ 


樓铡手檷属覇 

县葷筋 尺铡手棰屈筋 












筋肉を£した_ ■ _® 印 
















04 爾格転肉 fES した P ■御の 60' 









足の立体感を _ff する 


大 


A 内転筋 


秦 tt ェ筋 


•ひざ条曲げる筋肉 
.ひざを伸ばす筋肉 
足酋を後方に曲げる筋肉 
足苗|前方に曲げる筋肉 



▲大 HS 校 

内側広粧 


mmmm 


mmm - 

S3M#B 



外果 











































全体0逮近_を寒■し 
て描きます。 

a 近法により奧にある足を 
さ<描きますが. f の大 
きさはパースを目®にして 
s 定できます 





複雑なポーズでも隅れ 
て見えない部分を意 w 
して全体©バランスを 
とり求す • 


手* n こ出*ものを 
«繃に大きぐ梅く 
と、広角ぎみの通 
近慼か出ます 


m 

© 

3BW 


力音入れると雇が 
浮き出ます， 

4 





























躺の男女比 （* 性の！•合) 
















篇の男女比《女性の場合》 

f jm の*に比べて，女性の腕は筋肉が峩谢 ( こ及れにく <_描き込めばゴツくなってしま 
います 





女隹め#规衣观のして.1色イラ x 卜の枝法として次のふたつの方法があります 
|内 flfi の®肉を」しながらタッチの強餌で衣现し i す 

光®®たる方向を鹺 
いタッチ T (_<) 插 
者ます 。 



彩にな®方向を重い 
タッチで (*<) 播き 
ます。 


: r 内澜の®肉を.0：遘しながらス > り ー ントーンで険影をつけます n 


I 


! 





黾肉を®■通した寂.脚の 


36 























05 竹格•筋肉を总識した乎•足の激 


5本の循*ひとつ一つ追ラのでなぐ.立体として手を考える 



手の多くの颼があ ik 体表に浮き m ている 
ので手を描くときには形をヒる b 安になり i す 
K の k えむは ft 刖や肉づ5,りを人れてい〇牧您 
かどうかでも t わってくるので，状況によって播 
写^_«する必あります c 
作齡 mt してわか〇やすくとらえるため ft 
部位の粉 m がわ： h ? やす v ゆ性のものをもとに作 
麵しています.女性の . T ■の*き方は, PJ 106 
祖してください 


長母携伸筋の鍵 



_や血訾が 
3¢出ます 


手の長さは，頭*のはえ_からアゴまての 
長さとほぽ鬨じです 


都分はやや'*^ 










































Hi 指 t 人罟し指の■の m 
it がわか*)づらいポイン 
卜ですよぐ扭察してみ 
まい ％ぷ理的なこと 
がわかれば，デブオルメ 
t たやすくできます 



手はしぐさや勵作によって，棟 
雜な表憒を見せます ， 目的に 
あった轅を描くには、_々なア 
ングルからの K 察か必要てす 










S + 筋肉を ■» し^手 soea 










バランスを耋纜して，足を堆に着ける 




























足の®位を 4 つに分けると 4 の後ろに M るバランスで、 
足が地に着くものになるかとうかか決まります 






















下 _ 骨 


flf 脅 


肋骨 

ろ < 軟骨 

尺姆 


骨饞{寛 •) 


人体表面に表れる骨は個人 
の体格差があります 4 


腰鼉# 


6黌 


腓骨(外くるぶし】 
理骨(内くるぶし) 


中足骨 
中筋# 



06 人体に表れている骨 































































肩甲骨 


1画 やイラスト 耆梅く t # の一 
K 的な S 黉ですが，人体褻圍に 
表れる# を 描く場合、 » 性キ V 
ラの 場合は il しさを 表壜 でさ f 
すが，女性キ v ラの塌含は W 相 
にな*ことが A ります 
キャラクターに翕った褊鬱込み 
をしましよラ。 


腰#(外くるぶし) 
E 骨¢内¢るぶし) 


±»骨 


骨 St 宽#) 


中手骨 

播舞 


t 















































36 人体に表: nt : いる It 











































人体は各パーツごとに钿がったり.伸び fcD ， ひねっ fcO . 飛 
u 出たり, _んだ du 々鼷変化をします*柰 r し年齢や性別や 
圈性によっても«々て？ • さらに角®によっても見え方が5が 
IA スがつい t さ6にさ5に蜜 SS 化します* 

本肇 では.そんな人体 0 形®とりづらいポーズを立体® 集 a 体 
として分解し . D か D やすい作例と解 St で U もといていき系す。 































































01 上半身を中心に各種ポーズ 


男女の* 



















圖 













iiA ない核所をしっかりと 
イメージし.ド絵の段階て- 
は报いてみ ます 


女性キヤラの体はな*ベく筋肉や骨格の 
磅を描かずに省略します 6 
しかし. B 肉や骨格 t 意識しなければ雀 
略することは II しいです： 



























男性キャラ.特に輿らしいキャラクターを 
表現したければ h 筋肉や骨格の繰を講躇な 
く格 i 込ん？いきます 4 
ある意味女性キャラよリも，カタチをとる 
のは楽かもしれ*せん： 







ni 


身 




見えない■用は .IfU I 切フて描きません 
しかし.見えない_所で何をしている 
かは見え T いる_所でできるよう 

に表現します 




a,usam^-^ Jr 

ir,mlml?r 一 





























it った衣®に決まゥた彩はあ 》? ません 
- ので.正解が A 0ませんしかし V| tTI 
出 h の人体はキ+ラクタ™によって茶は 
ぁ芦、 正解の衫があるわけ： c す」 

その 形拿觉えてしまえ ば,/あ と ざみ に 


#格の上に筋肉が I 
筋*の上に®翁が， 
皮肩の上に衣服が 

















iBerl 


01 上半身を中心に s 樓ポース 
























貫 


デ > サンが粧う CT 
何度でも何度で4 
レンジしてみまし 




W い胸板や力強いそ 
の後5に伸びる下半身 
を應として捉えます 


居■な体を»«するダイナミック 
なボ -x mm , 上半身、下半身 
それぞれの角度を変えて格み合わ 
せてみます 


穿— 



















上半身を中心 [ C 各桷ボ—ズ 











































TiJ 1,2, 3 の K 肉鐘を組み合わせた描 t 力 
特殊なアングルを描く場合は印象に残る方法で描くのも手です 
* 々しい夕 v チで福< ときには、しはし t 3： テプサンまて荒々しい絵 t よく g にし S す 
荒々し<«<塌舍こそ、しっかりと bt テ/サンが必嬰てす 
女性の体と間じで，省略する場合にこそ基本か重*になってくるのです。 















上半身のフカンやアオリの描く t きの意 K 


描きに<いフカンやアオリ 

キャラクターを上から、 y から描くのはなかなか雜しぃことです。 

「人体」を描こう t 力まずに、「モノ」として考えれば多少描きやすく（架に#えられる 
ように）なるのではないでしよラか。 


立方傳のィメージ 

/h 

(J 

① 

仰 


男性パ*-ツ 女性バーツ 





『> ler ‘ 


01上半身を中心に S 掃ボ—ズ 



















































フカン 


<ta> 



<CJ> 














デフォルメされたキャラクターにも当然デフォルメされた#格が内蔵されています: 


デフォルメにも、 s ゃんと人体_通は内簾されている 





上半身を中、 y - 各氇ポ—ズ 


















デフォルメいろいろ 



〇 r 上半_笮中心に»1^|ズ 


企*キヤラ# :相当にデフオルメが加えられた# tt を 
内！！！手足®末靖が太くなる傾向があります 


スホ— . v vi s 系： 4n マ浸 Is 系とは逆の方向への 
デフオルメダィナミツクな梢図の絵を作るのに、 


















02 FT : 身を中心に ft 稀ポーズ 


男性と女性の下半身の_づ遘のちかい 




女：：：上半身同 M に肉楚的で栗6かい S じ T す 




男：.：■上半身同様に筋肉 NT ゴツィ蠔じ T す」 



JJ 

i 

17 




女性 0 tM は男性よりも大きい" 

さらにへ11のくびれなどでお尻の大きさが强_され T い袤す 


男性のお尻は総 UT 四角いイヌ—ジ ■•■ 

お n 罔りの福は女性ほど差がありません‘ 



oaK -# f 身を中心1:@種1^ス 






































男性 U 筋肉鬣なの T , 
璽力による体®変化を 
受けにくいのてす 


一方、女性は脂肪分が 


多いために1この変化 
が親れやすいです • 



女性 



勇铨の* HMJWffi は- 

肉厚で H が狭い印！!で 
す。 

一方，女性は帳が広く1 
前後にべッタンコな印 
象です。 



男性性器鵂聶 m 足の 



問に挟まっているわけ 
でなく，足の莉に泣匯 
している仰向けなら， 
足の上に#つている* 
じです。 





Oi ? 

T 

f 

裊 

存 

中 

心 

に 
























_ の姿勢で折り曲げ 
られる足の角度ばこ 
れだけです c 


J : うにします 


男性の境合 


興性«は W か6 
見えます 。 


女性の場合 



足を後ろ(こ引< と、 
お尻から動きます， 

折り曲げられる足 



の角度は，脂肪量 
(こも_■されます :I 



女性器は機からは 
見えまぜん: 


















i 


gTss を中心に ® dsw — ズ 



ak 







興性 llii 足 
の上に IIs 
感じで T 




^—1 I ■ 

klrA 


片足を上げれば"身体はバランスをとろう 
として直立できなくなります。 
























下半身のフカンやアオリの描くときの S 譫 



梯々なボースは、パーツと パー 
ツの連結を可動させることで決 
まります a 

パーツごとの大体のカタチをイ I , 
メー ジできれば、特殊なアンク’’ 
ルからの人体パーツの重なリも 
描きやすくなるはすです。 


描含に<いフカンやアオ U 

上半身と间嫌に, T 半身も上から、下からめ ㈡ 線で描くのは魅しいことです ■ 
上半身のと,きと同じように,.「人体」を f モノ」に捫き換えてイメージすれぬ多少描き 
やすく（浆に•石えられるよう[こ>なるかもしれません:， 


人体のパークを分割したイメージ 
男性 パーツ 女性バーツ 




02下半身を中心に&裡ボ —X 


























































フカン 
















レイヤ ー t 優用した描き方 


人体のパーツを，アニメーションのセル面 
のような層〔レイヤー）としてイメージして 
みます 


一 —― 


人形のように「應 u r 上半身 j r 下半身 j て 
パーツ分けしてみましょう， 


ここでは，パーツ分けした部位を 
平面的に捉えてみましよう C 




















一^をぞれそ n 上に移動 

少し上から見た感 u に変化 


i ?_ 3を下に移勤 

上半身が深く沈*こんだ 
ボース;に変イヒ 




备パーツのサイズを合わせます 




傘これ6は人©目の箬覚を 
利用す®方法です。«密に 
は正しいデッサンではぁリ 
ません 功 


m 

言 











































■なり含ラ足をイメージする 


望な D 合 a 女性の足费 fi ぐ 



女性の身体を a < *饗なことは， fum らかな_鐮を 

连いな<»くことてす 

下描きでいくら報を4!ねてもかまいませんが ■ 济轉（ベン 
人れて _[ i ® L い切って大ビ_ドを乘せて描いてみましよう 



あ'尻の肉®も漘らかな曲糠で裹現します。 



地面（床）に着く部分，損からのアングルならば齒線に近くになります 
人体のラインは、着地面のラインに肉が溜まるようになります 




































03 人体バーッを分割した全身イヌー 



























分 n した人体パーツはアオリやフカン 
など©特株なアングル(ここそ効果を s 
様します。 


人体パーツで仕切られた分割糅は，人体に変櫓 
する際になくしていきます（肩，みぞおち、腰 
厢り* R などの維等々 h 


*» や肋#の出っ張り、 お I 
ふく 6はぎ、膝なとがどのよ 
うに山となり谷となって見え 
5のかを理解できます 


別の モノに讎き 換え T 〖倒え て】*る 
ことで 改めて人体 バーツのカタチを 
康 _ ir ることができます • 















03 




入体は、拊 U 曲げた _» ひねったりもで5， 
了ングル！： i っては形のヒりづら 1 4の 
です p L かし，各パーツご t の特 板を 
坪 W し，5>«したパーツの集合体で 
あるヒ考えれば間姐は)#決して v ■きます 


体育座り 

a を深< 抱失て 
アゴを s に*せ 
るしぐさ 


しゃがんだ麥努から 
上半身を前傾させて 
1手 T 地面をつく 


しゃがんだ姿勢をアオリで。 
なおかつ M は下を向いてい S 
ポーズ。 


tt を折り曲けた体の描き方 ■ 注*点 
















体育座り％例にして、 
折リ重なる体を描い 
てみましょう B 



折り重なる体のパーツ 
を分劁して考えます。 




背中が丸 S つてい5の 
立っていると# よ U も禅 
高 ti ®< 女ってい S す 


アタ U ( T 掲 S ) の取0方 


アタ1/の篇の S 分から分 JH した 
下半身のつけ探部分が出ている 
ように長さ fS 節して描きます 


足と齲の位置が茨まった段 
P 8 で R の位置を決めます 






03人体バ — iM 酌した tIK ィメ j ジ 



















実際©プ□ポーシ 3 ンとの比較 

-_を小き<描けば鹿身®高い美人タイプに 
■ 照を大きく描けばがわ U いタイプに 
「首は長 C 
-屑網はせまく 
-胸は大き< 

+ へ V © 位_は高く 

■ 般下は拓< 

，腿は長く 


胺下はよ y 長く 


以上を意識することで、漫画的美人に描くことか 
できます。 



04デフォルメ 



























ノ 



』コマ1圈風チフォルメ 

♦格は嘗うにおよばす•すべての/卜 
4九つこく末笔にかけて r 大する 
デフォルメ_向が A ります 
























男性の体に「筋肉 J といラ情* I が描き込塞れたこ t で.輿性らしさ.！:表現します 




しかし、女性の体に同椹の情報％描き込むと，女性らしさ* U 表現できにくくなります 


線を描き込めば描き込むほど、情報屋は多<なります 


05女性の特徴を描く (男女のちが 


男性と女性の体の/ 1 ランスの相違 




1 arM 部は男性に <6 

ベ T 小さい" 

腹部のほうが胸部よりも 
大きい" 


頑から太股のラインが 
つなが0ている" 

漘6かな 31 線の印 6 T 




腹部よりも NamIi •つが 1 e 肉 H でゴ 7 ィ印象 






















7 注の体は男忮に < 6ベ、脂肪が多く筋肉が体表に表れにくい特微があります r 
モこに情報を描き込もうとするとスジばって見えてしまい V 女性らしいふくよかさは 
矢 h れます c 




考 SS された線で筋肉や#格を意識させる，最低限の主線に留めておきます。 
m 客的方法としては、一度情報を下描きで描いてみて、ペン入れの段猫でそれらの 
1報を消してみましょう D 遠®はいりません。形がとれるまで、何度も情報の線を 
m いて、 稱連を覚えましよう。 





g 女性の持—描< (男女の逸 Si 



















i 


06 女性哺 









06 女性 G 菌•屑 















07 女性の手 



































08 &性の 


乳首：卜ーンで糊 

_般的に若ければ31いトーン、耷 
齡を m ねるにつれ灃ぃトーン（も 
しくは黑） r 表現します。 

描く大きさにもよりますが.乳貧 
にあるボツボツやしわなどは省明 
したほうが得策です 

aw 同様に個人差のある部位です 


男女比 

性器ほどに男*間で 
蓋がある®位 

男性は皮滴下はすぐ®肉 

女性は乳房(脂肪） 

体格差とは別に乳房の 
脂肪鼉によフて形など 
様々， 














女性の，は断肪，乳大胸筋から成り立っており、90%は艟昉組 Ht 保護する 
皮下睡«で、 a りの10%は¥1鐘編織と大 II 筋です 

の発 itt 皮下脂防それらを支える大胸®の発碑によって肩の大きさが決 

attt. 




乳房の仕鰌み 


大胯筋 


n: l rm 

肋骨 


乳睬隨舫体 





















mmm (ペチ ャバイ） 

成人しても* i _ しなかった_第二次性«莳とほほ同し界費 u 
キャラ 拉定 に*!いて 事人か コンブレワフスに*じる アイ子—^ 


_ n 型は二八イ） 

胸と»の闕：谷問丨が*れ てい i タイプ キヤラ段定“卜 '• 
活動的な女性のアイテムによ《用いられます 



mmm 

いわ岵る巨乳 5 イブ身体の騙防が多<肉»的* »■ 
»二次性®0__(こ* _しすぎてしまったパターン 
「萌え」アニメには欠かせないキャラクターアイテム 

















円麵（□ケットオタバイ） 

乳房の上下のはりが間じで垂れ下がらずに前方に突き出し 
ているタイプ。ロケツトのように見； I る外観からの由来： 




やき型（タレバイ） 

皮廣に,も内部の脂肪にもはりがなく、重力に保い下方に垂 
れ下がっている5イブやや太り気味で®動不足なため ％ 
胸を支える大胸筋が鍛えられていない伸向があります。 




三角型 

ft の大きさに対して内苗の B 旨肪置が少なく、下方(こやや垂 
れ下がる5イブ。モデルなどの瘦せ型の女性に多いです 
















ボディパーツを# 考 にァオリを 描き 塞す， 
ア穿リ ©_ BJI は重力(下に垂れ下がる)や， &Mi± 
に醮ね上がる）など，自由度が高いてす 
















09 女性の腰 _ m 




男女比 

上半 》との対比で.よ 
y 男女の*周 y © 枝萍 
がわが y やす < な备“ 

坞広な上半身から引 s 
»まった下半身へ， 

網身©属がら引き峰 

まつたウェスト，そし 
て狐の驪へ 〇 




ウェストラインが6丸みを 
ちつてお民 e のラインへ a 


角張った®.お民. 


お民©ラインも丸*隽閧， 























逆八一卜型 

ウェストが»まり，《か広<、お尻の形が均等に丸みをお 
びてい S のがハートを逆にしたように見足ますきれ‘二 
形のお尻 





まこ型 

日本人に多いタイプで，お K の _tf 全体的に広がつ T . I ， 
ずつし y とした質感 



msm 

斑に長いお尻肉づきはよく柔らかそうな外«色白 T 气 
ち肌タイプに多いです 


1 




























U ン =r 型 


®_ 質なうえに置 k が 1 いて鼙り上がっているタイプ,肌 
質も**りよくない場含が多いです， 



mm 

お尻 tw の_»が短いタイプ， na > ft い女性に霓られ * 体 



老婆娶 

脅»が発*しない SSUft 人したタイプコ囅1 fe 尻だけで 
なく足も姻い傾向にあり I す 







































_• お尻袭中心としたボース 



突き出された臞、 fiaw 曲げ 
たと赛にに圧迫され* 
に!■が広がり t す 



突き出したお民、手的にく 
る手足1奥の上半身，足先 
など逮近を大胆に』 


形のいいお尻は单体で表現する 
よりも、他の身体の部位との 
バランスで見せます： 
引き締まったウェスト 
からのライン t お尻から 

足へのライン，それらの 
相桑効果で形のいい 
お蘆を表現します 




/ 



女性の程■お尻 

















10 女性の足 


/ 男女比 

叻 I 



ゴツゴツとしています。 

mmm 

脂肪が多 <、外見的 
はなめらか，流級型。 


女性の足(太股)は太い印! fe が3& 
LJ ますが，実際は男性のほラ tf 
太 <. 觼部か5艚 1 足先までの 
パランスでそう見え*す0 
































男女比 


女性ち*本、毛が生えます 
が手入れして5ので描く必 
要はありません,， 


大人っぽい女性の M 出 
相手に対しての«圧的颺堪 ■ 虚勢 
自らを美しく見せたいという女心 
リラックスするさ S 

辱々を表現できます 


男性の壜合も省铕してもな 
んら問 H ありませ4 






















太鳎が覆んゝかぶさつて 11 る■り方 
( a 常）では，太厘のラインか優先 
します。 


正歷 




重ね fc 太£8とふ<5はぎは 
お互いを圧迫して，欞に広 
がるため, 糴 くは® り* it ん， 





女№0 


ふくらはぎが外に出る座り方て a 
ふく 6はぎのライン#優先します 














女性の足先は寘譚よりも指を長めに描くと、 
より女性らし《なります， 







女性の足で料*的なのがこの 
外反母趾. 


骨格を変形させてまで美し 
く見せたいと恩う女心の 
身体的特徽ハイヒール 
由来の症例が多いです).. 



10&14の足 





















11§|と頭皮の搠係 




蟹量脅には0つ<頭® 

奐纺は少なく，ほぼ liJift の形をとどめ 
てい* f , 

太った壜舍 t こは讎部よりも下方に垂れ下 
f •るよ ラに is 肪 がついていきます 


























ボリュームのあ昜靈型 


ガイドとなる M 部よりも大幅に盛ります 


































欏々な*製を描く 

» の毛© 細がな束ばか*/ 1こ»を とられないこと全体像 t し^の■を， 



' 毛先までの長い蘊を 一 SUC 決めなけれはならず I 描くのが少し磕しい 



し jr\ 



*< しかもウエーブがかかっているめ T _ しいそのラえパランスも靈 ITT 




£と頭皮®関係 



































































B … 正® + 犠からは描けても後ろ* t 決めるのは，なかなか難しい s 型です 


二 ' ，一 爱の毛の束がシンプルて.金体的に丸みを*びてバランスがいい 

«型 


毛先め速れが»妙にちがう下方から上方へと#®谏*!を時化させながら 
_きます 。 



























子 _ アニメ風にデフォルメしたポニーテール S き手の奸み次第 TB 由 ? ft 


-ゾふ:;花*!が H う儀式の場での*®長 <«* ばした自毛を必，とするので，通常はカソニ 


»! itt みに短く した* 翌 この 鬢型を相くと きは， 男女の描き分け夤 しつバ 














































12 iui 鎰と顔の間係 



12赛銳と頭©— 


























13 装飾品と人体の脚係 



13褢鋩品と人体の関係 













ネックレス 

首にかけ、主に前方に垂 
れ下がるよう S こデザイン 
された装 *a 
つけているネックレスの 
種 m によつてキヤラク 
ターの好み，性格づけも 
可®- 















13 装 P 品と人体の関係 

































指鏽 





































成部の人，さは成人するまで 
成 ft します(太急くなるし 

或！!するにしたがい，通身の 
比率も火きくなります 


山 





t 

: 


卜. 

: 

卜 

) 





: i 

in 


K 1 LJ 


子供の顧の描き方 

矚の！!郭は円に近< 


鼻を眼の間,に紀繼する 




よ<®る失敗例 


崎 


耳 V 顔の十字ガイドが.円の 
下方に集中すると子供らしい 
翮立ちになります: 

成長するにしたがい、頭と体のパランスも変化してい f ます 


_ ■ » ， 綠の位菫が慕い： t . 1 ■• 
パ〜ツバ，> ス）-いくらパ 
かわいくデフ有ルメ bTt 、 

が正しぐないと子供に見ザ， 








朝 


各 


14 f 


老人の特徴 



€人©犄欲 










































































要人の特徵 



老いは*にシワ奢嫌«込むだけではなく、_防がなくなり(あるいは余計につくことで> 
たるんだ曳脣が#掐にはりつくイメージ脅格を*祖することはやはり大切1 


























15 脂肪によるたるみの表現 



_ 類脅は見えなくなります _ k ■ァ 
Y 全体的に丸くなる_» マ 霹ヒな 


中肉中背の輪郭 
















足酋前方に肉による段蠆がて sS る 




太っていくに従い、手} S 
表面に表れていた tt や血 
管は見えなくな）ていき t 
かわいく短い印象に® 
わっていきます指のつ 
け描にエクボができます 



太っていくに従い，足の 
/甲に表れていた#や JIDW 
; /は見えにくくなります 

' \ 足首に幼尤のような肉!こ 

I \ょる段 ffi が T すます 




女 ts のふくらはぎは 
男性よりも«れ下が 
きやすいです： 




耋す 

段ま 
にめ 

却始 

K $ 

下で 


男性のふく&はぎは 
筋肉のおかけで藥れ 
下がり B いです： 



K 性31の畏さは K 化 
しない t めに迫り出 
した nlc と ±Mew 
に*1もれ、見え II く 
CEUI す 




5 


によるたるみの教 ㈣ 




下半身 




















に 

る 

r こ 

る 

み 

の 

表 

現 



太った体の釀寬イメージ ， 


首の後ろ. itn . 艚回り,内 e に®肪がつぐために 
歩き方-走り方に変化が生じます。 


太ったときても肩幢はあまり変わらない £* 脅格？* 
太るわけではない). 


体の揮みは塒し、動作は n « になる 


木の入った袋の上部をガムテープで 
貼れるようにします 


部位 <». K , 太粘）に合わせ面稽の 
水袋をガムテープ等で貼りつけます,」 


垂れ下かる木袋 tiffi 溝の体内部の脂肪の 
イメージです 


歩いたり*走ったりすると内30水の憤性 
T それまでの歩行、走行が■しくなります 




















前暈まで述べてきたことは 4 人体®コンポジションを . _適か 
6立体の奧 a 体とし r とら足ることです = 本 s はその応用 ■ と 


して®3を描く 3ツ¥解 K し亲す， 

人は動いて© Tt 心€失い X せん， / T ランスをとるために*人体 


がどう反巧するかを把_していただ胁作 . mmmm 


を■冨に収»しました 《 


袤 rc _ 人体ち: ii 体で®る以上.身近によるバースが生じま T © 


で*頃をもうけ、本摩で_脫し衷 
























01 艰心によるバランス 



I 体靨をかけてい尊い 
左側の*»が下が y 
ます, 


4右 g に体_を 
がけています,. 


{|常の嫌々な»きや体勢の中， 
人体は姿勢を網さないよろに全 
身でバランスを とっていまて 
それを衣现することで ， m 
さ壞きとしたポーズを描ぐこ i 
ができます 

J ； W に 体 1 R をかけて立っ人物「 
靴朦や首などの»きで、そ 
の) tWO を植 E しています 


?骨盤が_<ので 
胸部には迩方昀 
[こ傾きます， 


5■は箱部©格き 

とは逆方向に« 
きます 3 


* 膽部が右 ■ に«< 
ので、厲ゃ M も6 
供 tf 下がります* 






































Ji 




阐足で均等に体盡を支える塌含は、 
ふたつ©接地点の中間から中心綠 
豪ひ#ます • 






3点で体重を支える壜會は， 
3点の冥ん中から中心鐮を 
ひきます a 




























02 人体の遠近法 


(♦こ©霓明きは本を梅計回リで 
90* 舀転させて©嫌み < ださい） 



fisy^iHves 




s^0s ^« elj - 


ios^ffiffiK 噸のを？？ 

»K ■ 一 aip^ii#* 

•%v«sHPtl 你{班 ft 
^0^^$^§GU 


如 «ii ^wpMuAJr 峋：？咖 1 JrKli 
， 招如 sllyi?fLifAl>av*eY 


人体 0 ia 近法 



w 

水 























































































M 地 fill こ立つ禊玫の人物を招 ! く基举になる人物を決め，稍失点からの錄をぐ< 
ことによって他の人物の火きさや如#を■推できます 

この堪合，&人物の M じ®分を地 f 轤が檐切ることになり I す|上 M では W のあた i ) 

從〇て，地 T ■躲の位的を IA れば各人物の位敗関係が E しいかどうか利断できます 


視点の高さ ( 


敗平 _) 




m * の 3 人の人袜の位置問係はな身長 
M かない噶合、同一地平に立っている®と 
しては正しくありません e 


人货 B は人物 A よりも高い位置に人瓣 C 
は人物 A よりも低い位釅にいること(こな •- 
Tli いますそれは蟠平 S との K 供 t 


周一地 V ® には立って 
いない 


人％と推珥 

鬣僅人によってそれ 
ぞれつてい蜃 


の高さ 
(= 地平 _) 


て*わか U ます, 





























































け象を M T ングルで描く場合でも，カメラで いう W 角を意 通す るこ と によって_像《 

が费わってきます n 

? TT B .I II ~ 計 II u n 1 n 


ffi 角小 

(望輩レンズで見たとき 
のようなイメージ1 





































































参行する曝は、膝の体重移鋤によって雇れ基均衡金 ■«+ るために、左半身 1:6 半身、 
あるいは上 t 身と下半#でねじれが生じます 


上半身は右钃が、 
下半身は左朗が 
前に出ます 


左足で体®を支 
えますので，骨 
«は右が下がり、 
M は左が下がり 
ます* 


上半身は友側が t 
^ 下半身は右側が 
前に出ます， 


右足で体重を支 
えますので、# 
鐘は左が下がり 
爾は右が下がり 
ます 〇 
































礓々な角度から見 £ 歩行状態 




人 m の依本 it 作のひとつですが、描ぐのは m しいので、パラン x や尹足の 
出方，を細して練習してみてください 











ザュ- 

、 眉 4 ■{上げ ％ 

















左睽が前に出ていれば 
右足が前に出ています。 


フタ 1 J のと0方の例 


■本となる頭部と 
上半身を描きます c 


反対に右腕は後ろに、 
左足も後ろに s 

















IMM 办 tt_T ぎ # 秦 14£ 吻 # 
丈 tMnH こ llw てい _ す 8 


-JL つてい*この申 

s t tu 沪，マ子ナ 

，に friljU す 


M$|fl 尋 J ( 星のよ，に補 ， f 
いアングル fl #_ r fr t < j ： — 
ジ Lt * 






























前逸するボースをただ棄画に描かす、猛烈 
に迫り来るさま t 逮近を強_して表現 





特殊なアングルと強調(デフォルメ) 



走り遇ぎる姿を後ろから 
惠逢で a ざかつて行く嫌子を 
遠近を強醑す5ことで 
表現しました 















05 跳ぶ.跳ねる 


















05 

地面との M 係 二 



地面を描いた状靡 
(跳ねている人物の彩を 
落とす） 

























投げる 




今必 * ですでなし t/S ： f>BJllJ^ 


Slf 4 キノ flSHtt, ■■G よヮ T ■ い 3 も fcBf t 着 ft し ■ す I 












羼戽 t い 

，■/ しぅ fr > 

MBi ■ す . ノ k 


Imm ， ，#■ m Mt ち n 
■»!#■ J JkN 17 ■: kT kl$ f そ !^ 
L 4> tr 矚ホ 4 い峰，で為 l 
t %. 体# >■ 畤 

Vfltt め ！; S3- JEJ, i**tif.»» 
1;¢#! L 縻く m, _ L i^i.aLr 























振る(バッ 


テニスの屬合 


" I 


風 i ない简所 • ??略する锏咁(ここそ 
念人りなドデ■パト:！ |を 












































































































































松の MU こある 拒 K 感を童 織 し i L ょ ■ 
また， 》ぬ人らない絵は， 费 に 体® か 
のらず，没っているように見えません 
よく鼴 察して、各部位のバランスを if 
W しましょう B 


3 



















































































各種ポ"*ズ 





































10 蹴る(空手等) 





















































































































11 蹴る(サッカー等) 


サツカー 


足,股間節の町邮域は 
脚棘次铯で広がります 


また.以動を m いれば 
nfft 域はさらに‘がります 


真攢への巧 K 


足の可動域 






















サツカーのキックいろいろ 




n i 9^*18 


インサイドキ，ク 




















上半》のボースを藿える 



紙嚙氓の場介も的じよう（こ結合させて描いてみ！:しょう 
級後に Hffi なども,傲瞩整します。 

逆に k 初に々情を決めて，その表 tm = あったポーズに食; 
てみるのもいいでしょう 

シチュエーシ a ンは箱もって決めておくとおのずとボ》: 
は決まって蘑ます- 











12 その他の スポーツ 動作 















芸兩性の 《 いスポーツほど表現 
力を求められます 


柔職性の®さは表現 T 4 

うえでの武 W でしよう 


翻や _ f ラストも表現力を商めるに 
は t 敏饩ある W 力があれば打利で 
し上5 


t 格や筋肉を惑 じさせるキヤラ， 
夕一 を描 < ためにある®度で 
_ん でみ てはいかがで 11 うか？ 
















眞權を向 Ufc と S の脣 t R の正しい位匯 


_がせ _ wii し w ■ w は後ろに引かれる*じ，胸を餵るイメージ ? 


頭部と接続する舊©位* V 角® 



13 人体構造を無視しまちがいやす 



真■から見た K の位!1は、 
想*以上に後方あります 





1 3A 傳揭を®甲し孝ちがレやす3网 



























しゃがんだ女子に篤るデツ，ンの狂 

しゃがんだポーズで娬をつけなくてはならない 
mt , 足やスカートの向こう ue れて li えない 
*) の m さです 

よ <兑かけるまちがいとして， E えている邡分 
植または m 足のつけ根】から想像しう 
る_の M f がやたらに M い例です。 



■杖奢つ<_や，足，パンツを福くことに 
意臟を毚中しすぎて、綱の長さは二の次と 
いう気持ち U わかりますが、今一賡冷麯に 
なっ TP 101 の体育座りの供を參考に描き 
直す舅篥をもってください P 




人钵構《を拥枳しま#がい^すい例 




























キスシ~ン に 見るデッサン®狂い 

n マン テ f 二 i た1ロテ 4フ 欠 i : 

ia せたぃ W ちが; t 行するあま〇 ， ri マ 
九 W に ifl え T * を確忍す石恋人 
たち 《s mm れで日にすることがあ 〖] ミ 



wmmm 


正画から 


フ*ン(俯隊）から 



こうしたシ+ユ i _> 3ンでキスシーンを 
a せたい《であれば_ 

中心にして，身作をねじる方_で作_して 
みま Li ケ 






13 人体 S 逸を無^し S ラがいやすい A 





















没 ili や{ラストの給を描く場合，特に決まった描き方 
やルールがあるわけではありません， S 分のイメージ 
のまま自由に描< ものだと思います、 

逆に自分なけの猫き方を ii つけるの仏松を描く楽 L 
みのひとつだと恐います 

絵は描いた数だけ t につくものです。いろいろな棟き 
方を試したり猫き t ねたりしているうちに、内分なり 
の作風や作两法ができあがっていくのではないでしよ 
うか。そしてその過程の中にも篤きや発 A やときめき 
があるはずです 

この本で紹介した mu 人たちが w み上げた人体作 
脚の知迪:の一郎です a 

黎考にするもよし 知雄と しておさえる もよ しいず 
れ I こしても作_の»を 探検す る 伴に していただけれ 
ば,うれしい限りです 


岩崎こたろラ 


略歴 


1962年生まれ.《函家 t 

主な作品に f 天国からの伝貫 」 rsEivA ! j mm 
社刊 hpp * なべ®ひみつ.，敝争と平和 j 「家族の絆. 


{フロム出啶刊し「ホーキング車椅子の天才物理学 
(丸蕃 n ミツクス刊)，「ピカソ（アトムボケツト 
} L 『アインシュタイン （7 トムボケツト人物 
( ttK 社刊〉など多数『■ 


#i m 

人物館） 
館 >』消 


















ftii やザラストを lli こうと恩い _ Tf って* i ず筋肉や n 格から蚣 
を描き Ifi そうとする人なんていないでしょう 
趣味で.ある I 、はプ〇を H 相す入が載初に描く nmt >な漫_ 
キャラの根 V 为=はとんどで.人体デプサンから入る入なんてそ 
うそういないのではないかと现います 

料允はそうして®㈣キャラクダーを描き始めた人が，デササン 
の} B .について 1B んだ5、よ*)り T ?レさ％追求した《なったと 
b [こ没0:つのではないかと思います 

後*や杣人を指導す心際に s じるこ >で，_ mm うように卜- 
が ら ない 人， ま * 喊上心のない人に賊する理由 t して「政 
s 力の欠如」が準げられます, 

^ mtnrn るとで t が败強してこなかった，あるい 
はそれが，たり的だ t 思 V 、込んで V 、るの が w w なのかもしれま 
せん。 

しか I 漫肩的デ7ォメのもとは&たちの浓む坝«慠界です 
tt を W ればそこ；：人体デッ并レのひとつめ£屏が晚ってい基は 
ずならばカンニングでもするかのようにそれを楢舂 V せばい 
いだけですそのうち鍵を氟ないでも《け*よう uwst も鐮臀 
すれ ff 4 V _ ずれは11分の給になっていく Ci のだと此うのです 
また、税代では谢せずして谗作の体も, j 撃体も»»々 f でイ 
ンターネ，卜で il られるようにな* J ました，これを利 WL な、 
ではないでしょう 

情報が? lift す$世界で物呢を僉得するためにチ 3 f スする妆蝌 
なんてじつは習うこはなくて h ただひたすらに練 ff すること 
だけがそのための近 a なのだと思います 

本塞を人 * j 口に ■ 妙ねで曲液の波れるねが描けるように燔わな 
がらもお f ; 伝いで$ためならば扒‘です 
井に_逝いたしましよう 

力本ダ！:磨 

略歴 

民俗 S 能讓団活 »■ 漫画家アシスタントを ii て2005年に商 
莱*■康イラストレ™ターとして技立，出嫌ウェブ 
での a « L 広 s »_本のイラスト辱々 I 用運に合わせて面» 

を変化させての活動から " XH . のペンネームを名_る 
主な作晶に ne 空の翥嶽 j (学《パブリッシング利 h _ e 武 
器甲 《 rw 典」{誠文》斬光社刊）.医者が《えるココ□とカラ 
ダこれが世界の斬常癥 1 (三 s * 屏刊）など多数:. 
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